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明するため、in vitro 及び in vivoモデル系を用い、その抗癌の分子生物的メカニズムの解明を行った。 













U2OSの増殖を抑制した。コメットアッセイにより HARaqの U2OS細胞への DNAダメージ、フローサイトメトリ
ー分析により HARaqの細胞サイクル（G2/M）への阻止およびアポトーシス誘導が確認されたが TIG3細胞に対
する誘導はなかった。一連の結果を元に抗癌の分子機構を解析した結果、HARaqの存在により up-regulating-





化活性と免疫調節活性を示した。EFの投入量が 12.5 μg/mLのマクロファージ細胞の増殖は 292.76±31.42%、
貪食活性や酸化窒素発生量はそれぞれ 0.38±0.02（optical density O.D.）と 14.89 ± 1.02 μMに達した。
さらに WF には doxorubicin によるマクロファージ細胞へのダメージを軽減や保護する作用があることが確
認された。  
最後に EFを HP 20樹脂カラムを用いて、5つの画分に分画した。それから、細胞の抗癌メカニズムについ
て、cucurbitacin Bを対照系として調べた結果、他の画分より 40％エタノール画分の方がヒト肺癌細胞に対
して誘導された DNA のダメージ、G2/M 期の停止及び細胞のアポトーシスは強いと観察されたことから、その
抑制効果は cucurbitacin Bに類似すると考えられた。  
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平成 27年 10月 5日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
